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～コロナ後の経営・身の振り方につながる大きな気づきとは～ 

　新型コロナウイルス感染が拡大を続け、国内にとどまらず世界の経済活動に大きな負の影を落としています。あらゆる
企業・事業者の方が影響を受けており、とりわけ観光に携わる多くのアウトドアガイドの方々が大きな難局に直面してい
ます。この難局に立ち向かい乗り越えるためにプロガイドとしての心構え、コロナに負けない、景気低迷に負けない経営
を学ぶ講演会を実施いたしました。本講演の内容を一部抜粋して紹介します。

◆日程：令和２年５月１２日（火）18：30 ～ 20：00）　WEB を利用し参加者との意見交換を合わせて実施 
◆講師：安藤　誠 氏　　◆参加者：68 名

< 開催経緯と講演について > 
新型コロナウイルスによる影響を
受けている今だからこそ伝えるべ
きことを伝え、今回の講演を参加
者の方がアクションする一つの
きっかけにしたい。

水は触らないとぬるいか冷たいか
わからない。それと同じでネイ
チャーガイドの立場でテレビや新
聞、インターネットに記載される
情報とは全く違う、私自身が自然
と対峙してきて考えた今後ガイド
業はどうなるか、観光はどうなる
かを話していきたい。

いわゆるマイナスの話（大変だと
いう話）ではなく、大変さを超え
るような、元気がでたり希望が持
てる、そんな考え方があるんだと
思ってもらえるような講演にした
い。

< 講演のキーワード：「喜捨」> 
　禅の言葉の一つに「喜捨」、喜ん
で捨てるという言葉がある。お世
話したり、親切にしたことは全部
忘れて、見返りをもとめないとい
う意味。
　例えば、何かの損得で動くので
はなく、本当に必要な人たちの力
になりたいと純粋な気持ちで自分
ができることを行うことが世間を
良くするということ。本講演もそ
の思いで開催している。不満をい
うのではなく、気持ちを循環させ
いい方向に考える流れを作るきっ
かけにしたい。

< コロナは敵なのか >
　世論では８２％以上の人がコロ
ナはマイナスの出来事として捉え
ているという報道もある。プラス
にとれるというと誤解を招いたり
すると思うが、ネイチャーガイド

の立場からはっきりいうと自然や
環境にとっては、今まで数百年な
かったような喜びである。空気は
きれいになり、水はきれいになり、
今まで一番ないがしろにされてき
た自然が一番諸手を挙げて喜んで
いる。自然界からしたら私たちが
ウイルスでコロナがワクチンです。

一方で自然は喜んでいるが人間は
困っている。困っているからこれ
から何か対策をして解決して良く
なっていく、という話ではない。
私たちが経験したことのない世界
に出ていかなければならないと認
識していただきたい。元の世界に
戻ることはないと私は思う。

観光・飲食業は大打撃を受けてい
る。３か月無収入、経費もかかる、
しかし今はチャンスだと思ってい
る。それはなぜか、本物もしくは

【講師紹介】
安藤　誠 氏 
 北海道知事認定 アウトドアマスターガイド 
ウィルダネスロッジ・ヒッコリーウィンド代表　

世代を超えた出会いと感動を提供するこだわり
の宿「ヒッコリーウィンド」を営みながら、プ
ロカメラマンやネイチャーガイドとしても活
動。ガイドの傍ら講演活動を通して自然環境が
果たす「人間と自然への役割」をさまざまな角
度から伝えている。
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しっかりとした誠意があるものし
か生き残っていけなくなるから。
どうしても忘れられないような商
売をやっている人たちは生き残っ
ていく。

一生懸命考えている人は行動でき
る。事例として奥尻島で宿を運営
している方のケースを紹介したい。
家にいてもできることとしてひた
すら山菜をとって自分の顧客に
送って頑張っているよと伝えてい
る。素晴らしい、今だからこそで
きる取り組み。

コロナの影響は収まらないかもし
れないけど、経済活動をするため
には移動の制限は解除されていく
はず。その時に来てもらえればい
いというプライドがあればいい。

中途半端なことをやっていた人た
ちはコロナによっていかに自分が
中途半端か暴露されるだけ。コロ
ナが悪いわけではなく、いろんな
ことに備えてなかっただけ。ガイ
ドは　「備えを常に」、先を見てお
客さまの安全を確保することが腕
のみせどころ。自然を相手にして
いる僕らは一番コロナでうろたえ
ちゃいけない。

< 今後の見通しについて >
旅行会社には９月に海外が難しい
のであれば国内・北海道を海外に
見立ててツアーを組み立てましょ
うという動きがある。インバウン
ドは回復が遅い見込みだが、ヒッ
コリーではヨーロッパやアメリカ
の富裕層から来年の１，２月の予
約が来ている。普段も予約のメー
ルはうれしいが、この状況下でリ
スクがあるにもかかわらず、現地
の力になりたい、かつて利用した
旅館やガイドを助けたいとの思い
の人がたくさんいる。これは同業
者の方には聞いておいてほしい、
信じてほしい。

< これからのコロナ後にどのよう
に立ち回る必要があるのか >
移動の制限が今後ゆるくなった場
合、少数のガイディングは間違い
なく可能になる。

この地域は究極のソーシャルディ
スタンス。人がいないから。道東
の人たちは頭に入れてください。
これは強みです。僕らは一番早く
回復する権利、条件を持っている。
今日これをマスターガイドとして
言いたかった。道東こそ立ち上が
りのモデルケースになる。

私たちには今までにないチャンス
が来ている。マニアしか行かない
道東が、海外に行けない人が日本
でどこが海外のような地域かと考
えると道東に来るチャンスは大い
にある。

だからこそ、来た時にまたリピー
トしたいと思わせること、クオリ
ティの高いサービスやメニューを
準備することが重要。

そのためにまずは、すごく良いプ
ロモーションをつくること。特に
動画や写真、本当の体験談、哲学
や歴史、ストーリー等、いわゆる
人の知的好奇心を揺さぶるような
要素を取り入れて、これでもかと
いうものを作ってほしい。
そこには自分の経験と哲学（難し
ければ自分らしさ）を盛り込んで
ほしい。

＜事例から学ぶ備えるポイント＞
私のほうで道東の具体的なガイド
の戦略を考えたときに現在のアラ
スカやカナダの事例を調べた。自
然にみんな癒されたくて殺到した
結果、登山口とか国立公園が閉鎖
にいたっているケースが多い。事
前に行政等がコントロールして車
の台数制限をするなどの対策をと
ればよい。桜を愛でることすら禁
止した東京と同様に、北海道も登

山等ができなくなるかもしれず、
私たちは先手を打つ必要がある。
SNS でどこに行ってきたとかを上
げるのは自由だが、上げ方に気を
付けないと我慢している人は１０
人いたら１０人の捉え方が違う。
SNS で僕は私はこんないい経験し
ていると上げると誰が見ているか
わからない。俺はこんなに我慢し
ているのに…となることがある。

自分の楽しみで行くなら SNS に上
げる必要がない、もしくは場所を
わからなくする必要がある。A さ
んの自粛と B さんの自粛は違う。
その中では北海道が何日まで動か
ないでというのがひとつのベンチ
マークになる。ベンチマークとし
て従う必要がある。

< 今こそ自分自身と向き合うチャ
ンス >
座禅の座は人が二人に土と書く。
この二人の人は、一人は今を生き
ている一人、もう一人は禅の世界
では本来の自分。本来の自分と向
き合うことを瞑想・座禅と表現す
る。コロナだからこそ本来の自分
と向き合う時間を作ることができ
ている。

ほとんどの答えはみなさん自身が
持っている。迷った時には、もう
一人の自分に向き合うことが大切。

例えば、神の子池は自分が迷った
時に一人で立つと自分の心が見え
ると言われた。そこで自分を写し
出した時に自分はヒッコリーウイ
ンドをやると決めることができた。
そして北海道は、自分と向き合う
ことのできる場所があることを、
日本・海外に発信できる特別な土
地である。その土地でガイドして
いるということは、とても素晴ら
しいことだ。

< 情報収集に関する話 >
観光関連の方や個人でガイド業を
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営む方は普段あまり銀行やお金の
話をしない。自分自身もガイド業
始めるまでは銀行になんか絶対に
行かないと思っていた時期もあっ
たが、今は連携した事業も実施し
ている。

お金に関してはチャンスがきてい
る。コロナ対策の対応資金（給付
や利子補給、据え置き等）や自治
体による様々な支援制度の創設に
よって、融資や給付を受けやすい
状況になっている。金融機関には
そのような情報が集まっている。

損とか得の話ではなく、事業を今
後も継続するうえで重要であると
いうことを伝えたい。コロナを機
に辞める人は少ないと思うから。
財布の中に百万円が入っているの
と入ってないのでは全然違う。そ
れを単純に使ってはだめですが、
あるだけで精神的な追い詰められ
方が違う。いろんな設備の入れ替
え等も今だからできる。まず一度
用事がなくても、この講演を金融
機関と接する一つのきっかけにし
て、金融機関に情報収集に行って
ほしい。

ここで数字のからくりだけは聞い
ておいてほしい。
例えば、ニュースでは５月３日の
時点で感染者が９１人、４日時点
で８７人、５日時点で５８人と伝
える。実際にその数字を見ると、

検査数３９９人のうち９１人、検
査数２１９人のうち８７人、検査
数１０９人のうち５８人となって
いる。
テレビ・新聞では数字だけを見る
とそのまま真に受けてしまう。情
報には裏がある。情報の取り方に
気を付けないと体に良くないもの
を摂取するのと一緒で心を乱す。

< 講演のキーワード：「平常心」> 
剣道で最もよく使われている言葉
の一つに「平常心」がある。一般
的な平常心ではなく、「心の振れ幅
を小さくする」という平常心。また、

「本来の（もうひとりの）自分と向
き合い、謙虚になる」という平常心。
テレビや新聞は心を揺さぶるのが
商売。「平常心」を持ち、情報に揺
さぶられることなく、良いことも
悪いことも引きずらないというの
が、大切である。

< 認識している課題 >
○道東の括りについて
皆さまも経験したと思いますが、
ブラックアウトになったときにす
べてキャンセルになった。あの時
もそうだが、札幌とかだけで発生
しても北海道全体が一緒にされて
いる。もっと道東の帯広や釧路な
ど道東と道南、道央や道北などの
エリアの括りをしっかりと分けな
いと札幌イコール北海道はいろん
な意味で心外。それぞれ違うこと
を日本のメディアにも認識されて

いない。今後の課題として道東と
いう括りをしっかりと持たなけれ
ばならないと思う。

○人をつなぐ
一人一人のマンパワーが道東の最
大の魅力。ちっちゃいけど会社や
企業に負けない仕事をする、そん
なガイドがたくさんいる。ガイド
や自治体等の地域の関係者が一人
一人を理解して、適材適所、つな
いでいくことが重要。

○備えに対するバックアップ
個人のためではなく、地域のため
にやる。恩を売るのではなく、好
意の循環が地域を良くする。地域
として良いプロモーションを作り
上げるためには自治体によるバッ
クアップが必要。コンテストの開
催など今だからこそできる支援を
していただきたい。

< まとめ >
ガイドは窮地や危機こそ本当のガ
イドのスキルが試される。自然災
害や予測しない事態が発生したと
き、ピンチの状況こそが他と差別
化できる本当のいい仕事をみんな
に見せることができる最大の見せ
場と捉える。それこそがやりがい
であり、私はそのように考えてい
る。
皆さまにもそのように感じてもら
いたい。



●釧路管内 / 観光関係
　今回お話いただいた内容に同感。私が気にかけているのはこの２年間をどう金策するか、その後どうコロナと付
き合うか。つい昨日の話、６月下旬に予約している人から電話がきて「行っていいですか」という確認や、「今回
はキャンセルさせてもらうが宿泊代金はとってほしい。来年など好きな時に行きたいからお金は先に払わせてほし
い」といった声をいただいている。
　私たちはコロナ対策をしているのでちゃんと来てくださいというメッセージを届ける必要がある。そしてこの２
年間にいかにお客様に感動体験をしていただけるように準備するか、あそこに絶対行きたいと思わせることが重要。
　本物をいかに作り上げ、発信するかが大切（データに基づいた魅力の根拠、SDGｓ等の持続可能な社会や観光と
のリンクさせながら）

●釧路管内 / 観光関係
　ヘビーリピーターに支えられている道東地区、その方々が真っ先に行けるようになるタイミングで来てくれる。
日頃のお付き合いをしてくれる人たちにアプローチするべきだと考えている。もうひとつは WITH コロナ。自然美・
哲学を含んだ旅のアプローチの話があったがまさしくで、自然と歴史・文化（アイヌ文化を含む）等、東北海道な
らではの発信ができると思う。アフターコロナの話があるが、どこまでいっても、どのようにコロナと共存するか、
それしかない。「すすきの」のような北海道の最大の集客力を誇ってきた札幌の夜の構造が崩れかけてきている。
ある意味自然に寄り添った北海道本来のスタイルが展開できるタイミングになった。

●釧路管内 / 行政
　行政の場合はこの大変な状況の中でどう対応するのかを第一に考える。やはりビジネスとか現実の世界では、ま
さしく本物が残っていく、残ったものが強いという形になる。
　ベストなプロモーションが重要ということでコンテストの開催など大変良い言葉をいただいた。そういったこと
を進めていくことで東北海道の強みをどんどん発信していく。また、それぞれの自治体の中でこういった活動をし
ている人たちをしっかりと認識しながら一緒にやっていくのが重要だと考えている。

●檜山管内 / 観光関係
　今奥尻の現状として、全員顔見知りなので、知らない人が来るだけでざわざわする小さいコミュニティや島の独
特の雰囲気がある。島の人間としてどうすればよいのか、「究極のソーシャルディスタンス」に勇気をもらった。
一方で、島の立地だと島の外から人が来ること自体が嫌だと思われる時にどう考えていけばよいのか。

（安藤氏からの回答）ビジネスを島でやっていくのであれば、自分の地域に自身のビジネスが愛されなければなら
ない。自身が島に来たことで島の人が感謝してくれるような情報提供等をすることが大切。狭い社会で理解しても
らうためにはぶつかっていくしかない。

●十勝管内 / 観光関係
　非常に元気がでた。最近の自分が嬉しかった話をすると、お客様がほぼゼロになったが地域の農家の方々が経営
を心配してくれて、今、社員は農家のお手伝いに行っている。地域にとって必要な会社だと思ってくれていること
が伝わった。そういう関係を築けたことに勇気をもらった。
　さらに付加価値の高い体験ができるものを作ろうと社員で今話し合いをしている。今年だけなら耐えられるけど
来年も感染が広がったらどうしようという思いもあるが、緩和されたときにあきらめずに取り組みたい。

参加者のお言葉
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～地域の事業者を支援する主な制度（参考）～ 
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※文字が小さい場合や最新の情報は右の QR コードからご確認ください



～北海道民を支援する主な制度（参考）～ 
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攻めの ITI 活 < AI 勝 >

業務の在り方を変えるオンライン化の波

●新型コロナウイルス感染症対策によって広がる新たな働き方
2020 年に入り世界中に多大な影響を与えている新型コロナウイルス感染症。日本国内においても 3 密（密閉・密集・密接）
を回避する各種施策が打ち出されています。特にこの 3 密を回避するツールとして注目を浴びているのが WEB 会議シ
ステムの活用やテレワーク等の導入による事業・働き方のオンライン化です。本記事ではオンライン化によって多様化
した各種取組の紹介や効果等について紹介させていただきます。 

●テレワークとは 
　「Tele= 離れたところで　Work＝働く」をあわせた造語であり、ICT を活用した、時間と場所を有効に活用できる柔
軟な働き方のことです。サテライトオフィスやコワーキングスペース、カフェ等の利用など様々な形態があり、近年は
地方にサテライトオフィスを設置する「ふるさとテレワーク」や個人事業主がインターネットを通じて企業や個人が直
接受発注を行える「クラウドソーシング」を活用する自営型テレワークも実施されています。 

　総務省の統計データによると 2017 年の企業におけるテレワークの導入率は 13.9％となっていますが、3 密を回避し
企業活動を継続する手段の一つとして注目され、2020 年には導入企業が大幅に増加することが予想されています。 

●テレワークや事業のオンライン化に利用されるツール（主な機能） 
(1)WEB 会議システム（Zoom,Webex など） 
インターネットを介して、遠隔地の相手と接続し、複数人
でオンライン会議ができるツールです。 
一定の制限（時間や人数等）はありますが無料で利用でき
るケースも多く、3 密を避けるだけでなくコスト削減や事
業の効率化（時間の短縮等）を図ることができます。

【メリット・効果】 
１．交通費と移動時間等のコスト削減ができる
２．労働生産性の向上（場所を問わず遠隔地への対応が可能） 
３．会議資料の準備が簡単 ( ペーパーレス ) 

～IT を活用して環境を変えてみよう～

(2) ビジネスチャット・スケジュール共有ツール（Chat work,Slack 等） 
メッセージのやり取りやファイルの共有、タスク管理機能等を備えており、遠隔地にいる複数人で情報の共有と業務
管理が行えるツールです。 

【メリット・効果】 
１．最新の情報をリアルタイムで共有 
２．不要な会議の削減 
３．コミュニケーション不足を補う（言った・言わないの未然防止） 

参考画像：Slack（チャットツール）

(3) 勤怠管理システム 
オンラインで管理を実施することにより、遠隔地の勤
怠管理や残業時間の算出等の業務を自動化することが
できるツール 

【メリット・効果】 
１．フレックスタイム等の多様化する働き方に対応 
２．勤怠時間の集計作業等の煩雑な業務を簡素化 
３．管理者や従業員との情報共有が簡潔になる 
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(2) セキュリティ面の課題がある
　WEB 会議ツールを利用した会議において、ハッカーが侵入し会議の妨害を行う「荒らし行為」が頻発する等、セキュ
リティ不備が指摘されるケースがあり、企業秘密や個人情報が漏洩するケースも考えられます。一般的に会議ツールの
販売元が規約や契約で、セキュリティレベルを担保することはありません。そのため、会議ツールの脆弱性情報を収集し、
対策を講じることが必要です。（個人情報の取り扱いが厳重な組織では導入に慎重なケースもあります） 

(3) 勤怠管理の難しさ
　テレワークでは実際に従業員が適切な業務を行っているのかの実態を把握することが難しい側面があります。既述の
勤怠管理のツールも用意されていますが、業種や業務内容によっては実際の運用が難しいケースがあります。 

●具体的な導入事例（課題の解決）

●導入に関する支援制度 ( 主な支援制度抜粋 ) 

(1) セミナーのオンライン化 
　新型コロナウイルス感染症の影響により一つの会場に集まって実施するイベントやセミナーが軒並み中止を余儀なく
されています。WEB 会議システムを利用することによってオンライン上で不特定多数の参加者をつなぎ、セミナーや勉
強会等のイベントを実施しています。　 

(2) 遠隔地の商談・打ち合わせに活用 
　新型コロナウイルス感染症の影響により上記のイベントやセミナー同様、ビジネスにおける対面の商談・打ち合わせ
の機会も大幅に減少しています。オンラインツールを活用することで、遠隔地同士の商談を実施することが可能になり、
面談にかかる費用や時間を削減することができます。国内のみならず海外においても活用できるケースも多く、オンラ
インのコミュニケーションが浸透することで海外ビジネスの加速化にも貢献が期待されています。 

(1) 働き方改革推進支援助成金（厚生労働省） 
　テレワーク導入・実施時かかる通信機器の導入・運用や就業規則等の作成・変更、外部専門家のコンサルティング
費用の一部等を助成します。 

(2)IT 導入補助金「特別枠」（中小企業基盤整備機構） 
　中小企業の IT ツールの導入を支援する助成金。特別枠では新型コロナウイルス感染症対策として非対面型ビジネス
モデルへの転換、テレワーク環境の整備等に取り組む事業者の IT ツール導入を優先的に支援するために創設 

●オンライン化による留意点

(1) インターネット通信環境に左右される
　インターネット回線の接続状況が悪いと、作業・会議が中断する恐れがあります。また、音質や画質が低下し、重要
な情報を聞き逃し、話の意図が伝わりにくいことがあります。

成果目標の達成状況 達成 未達
補助率 

※助成金詳細は厚生労働省
　HP を参照願います。

　（右図 QR コード）1 人あたりの上限額
1 企業あたりの上限額 

3/4 
40 万円

300 万円 

1/2
20 万円 

200 万円 

●今後の見通し
　WITH コロナというワードが使われているとおり、今後もリモートワークや WEB 会議システムを活用した事業や対
策が継続することが予想されます。本記事を参考にテレワーク等の導入を検討したい、より詳細な情報が欲しいという
方につきましては、大地みらい信用金庫地域みらい創造センター、もしくはお近くの本支店へご相談ください。 

< 特別枠要件　抜粋 > 
〇ソフトウェア購入費用およびソフトウェアに必要不可欠なハードウェアのレンタル費用
〇補助率　3/4　〇補助上限額　450 万円 
※助成金詳細は IT 導入補助金ポータルサイト（一般社団法人サービスデザイン推進協議会　事務局）
　参照願います。（右図 QR コード）
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　内閣府が 5 月 28 日に発表した令和 2 年 1-3 期の国内総
生産（ＧＤＰ）の成長率は、民間最終消費支出、財貨・サー
ビスの純輸出、民間住宅、民間企業設備がマイナスに寄与
し、前期比で 0.9％減（年率 3.4％減）と、2 四半期連続
のマイナスとなりました。
　2 月までの景気の基調判断では「緩やかに回復している」
との見方でしたが、北海道の 2 月末の緊急事態宣言を皮切
りに外出制限等が全国へ拡大しました。多くの国において
も、渡航制限や外出禁止等の措置が取られ、日本政府観光
局（JNTO）の調査で 2020 年 4 月の訪日外客数は 2,900
人（前年同月比 99.9％減）となり、単月の訪日外客数と
しては、JNTO が統計を取り始めた 1964 年以降訪日外客
数が過去最少を記録しました。 

　 3 月の基調判断からは、新型コロナウイルス感染症の影
響により厳しい状況が続き、足下の 5 月まで極めて厳しい
状況となっております。こうした状況は海外も同様であり、
パンデミック（世界的大流行）による飛行機の運行停止や
車の移動急減、国際貿易の停滞等で世界の石油消費量の落
ち込みが原油価格を押し下げ、４月には WTI の原油価格
が一時マイナスをつけるなど、金融市場にも大きな影響を
及ぼしています。 

　令和 2 年 1-3 期の主要小売店売上高（釧路財務事務所発
表）は前年比 0.9％の減少となり、うち衣料品は前年比
25.2％と大きく減少、家電・家庭用品については前年比
4.6％の減少となりました。反面、食料品については、前
年比 3.0％増となっており、総体の減少幅を抑えておりま
す。要因としては新型コロナウイルスの世界的な蔓延によ
り、緊急事態宣言が発動され、飲食業や観光業は大きな打
撃を受けています。雇用や収入等の先行きへの不安や、3
密を避けた外出抑制から衣料品や家電等への支出が抑制さ
れた一方で、食料品については学校の休校や 分散登校、
リモートワークによる自宅での生活が増えたことや、買いだめの動きにより、食料品の需要が増加したことが要因
と見られます。 
　新車販売台数においては、昨年 10 月からの消費増税により第 3 四半期は前年比▲20.2％と大きく落ち込みしたこ
とに加え、年明けからの新型コロナの影響により、車等への非耐久消費財への支出は抑制され、前年比 16.0％の減
少となっています。 
　酪農業においてはクラスター事業による規模拡大や経営効率化が図られ、生乳生産量は前年比 2.5％増となってい
ますが、学校給食ストップ等の需要減もあり、3 月の乳価は前月比 1.7 円減と下落基調。水産業はスケソウ、春鮭ト
キシラズの水揚に回復が見られますが、北海シマエビやホタテ等各魚種の価格は、コロナの影響で価格が下落する
など、厳しい環境が続いています。 

□マクロ経済 
内閣府による月例経済報告の基調判断 

5 月の月例経済報告の項目別判断 

□根釧管内の動向 
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2019 年 12 月 景気は、輸出が引き続き弱含む中で、製造業を中心に弱さ
が一段と増しているものの、緩やかに回復している。

景気は、輸出が引き続き弱含む中で、製造業を中心に弱さ
が一段と増しているものの、緩やかに回復している。

景気は、輸出が引き続き弱含む中で、製造業を中心に弱さ
が一段と増しているものの、緩やかに回復している。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、足元で
大幅に下押しされており、厳しい状況にある。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、急速な
悪化が続いており、極めて厳しい状況にある。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、急速な
悪化が続いており、極めて厳しい状況にある。

2020 年 1 月

2020 年 2 月

2020 年 3 月

2020 年 4 月

2020 年 5 月

項目

個人消費 感染症の影響により、急速な減少が続いている

設備投資 このところ弱含んでいる

住宅建設 弱含んでいる

公共投資 底堅く推移している

輸　　入 赤字となっている

生　　産 感染症の影響により、減少している

企業収益 感染症の影響により、急速に減少している

雇用情勢 感染症の影響により、弱さが増している

輸　　出
感染症の影響は残るものの、このところ下げ
止まりつつある

景気判断

根釧管内の動向：TOPICS



　1 ～ 3 月の野付・標津のホタテ漁は数量が両地区 合計 12,024 トンで
前年比 17.4％減少、平均価格は両地区平均 213 円 / ㎏で前年比 21.4％
減少。 金額は 2,558 百万円で同 35.2％の減少となっています。  

※野付速報値 
（歯舞・根室・根室湾中部・別海・野付） 

　共同海区操業　5 月末終漁 
　1 月～ 5 月 
　水揚数量　1 万 5,090 トン  前年比　34％減少 
　水揚金額　3,253 百万円       前年比　50％減少　　 

　1 月以降の総水揚量は前年同期比 34％減。浜安傾向でキロ平均単価
は 24％安の 215 円、金額は 50％減少と減産・減額。 
　要因としては、巽沖の空貝が想定外に多く苦戦を強いられたほか、
新型コロナの影響で需要減退が重なり大幅な減額となりました。 

②訪日外国人宿泊客数は 6,528 人で、前年比 6.7％減少 。宿泊客延数は 8,900 人で、前年比 21.2％減少。国別の
　宿泊延数では中国が 22％、台湾 16.2％、香港 10.3％となっています。 

堅調に推移し、道内・日帰り客が増加。下期は新型コロナの影響で増加基調であった別海町の氷平線ウォー
ク参加者等も減少し、前年比減少となりましたが、総体では増加となりました。

（1）根室管内の入込み 
　①令和元年度の入込数は 1,946 千
　　人で前年比 112.1％（21 万人増
　　加）と総体では増加となりまし
　　た。内訳を見ると、上期はＧＷ
　　が 10 連休となったことなどか　
　　ら、羅臼町の夏季クルーズ等も

 
（2）釧路管内の入込 

　①令和元年度の入込数は 8,165 千
　　人で前年比 101.0％（8 万人増加）
　　となり過去最高となりました。
　　平成 31 年 3 月の釧路外環状道　
　　路の開通や 5 月の大型連休、格
　　安 航空等の効果もあり、上期は
　　道内・道外・日帰り・宿泊全て
　　において前年比増加しました。
　　下期におい ては新型コロナの影響により、前年比 88％と 2 月以 降大幅に減少となりました。 

②訪日外国人宿泊客数は、148,315 人で前年比 14.4％ 減少（24 千人）。宿泊客延数は 167,106 人で前年比 10.8％
　減少となりました。 国別の宿泊延数では台湾が 35.3％、中国が 23.5％、 香港が 9.7％となっています。 

□観光の動向  

□ホタテ漁（野付・標津） 

※根室振興局公表資料　参照 
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根釧管内の動向：TOPICS
□根室管内のホタテ水揚動向 



・羅臼スケソ漁は、数量1,126tで前年比減少。単価は上昇
　せず数量、金額ともに減少。数量・金額ともに平成以降
　最低となる。
・ホタテ漁は数量12,024tで前年同期比17.4%減少、単価は
　下がり金額も大幅に減少。

根釧の経済概況（令和２年 ３月末基準）：根室管内
水産：根室管内水揚量は23千tで前年同期比13.7%減少。金額は58億円で同26.1%減少。
①根室管内総水揚高(各年1～3月)

②スケソウダラ漁（羅臼　各年1～3月） ③ホタテ漁（野付・標津　各年1～3月）
数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 単価(円/kg)

R  2 1,126
1,881
2,202

▲40.1%
▲14.6%

+21.3%

198
283
449

176
150
203

H31
H30

数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 単価(円/kg)
R  2 12,024

14,560
16,238

▲17.4%
▲10.3%

+20.7%

2,558
3,946
3,874

213
271
239

H31
H30

④コマイ漁（野付・標津　各年1～3月）

数量(t) 金額(百万円) 単価(円/kg)
R  2 58

139
4

11
69
76H31

酪農：根釧管内生乳生産は、135万tで前年比2.5%増加。

家畜取引：R1年度の根室市場は取引頭数増加するも、金額は前年比減少。

○R1年度根室管内月別伸び率(前年同月比・％）

　根釧管内生乳生産量（各年4～3月） 生乳生産(R1年度) ※生乳生産量はホクレン調べ

□ 根室市場取引高 
取扱頭数（頭） 前年比 金

R1年/10月 11月 12月 R2年/1月 2月 3月

額（百万円） 前年比 単価（千円）
R 1
H30
H29

□ 別海市場取引高
取引頭数（頭） 金額（百万円）

R 1
H30

前年比

□ 種類別価格 (根室市場)

初生ホルスタイン牡
(単位：千円)

肉牛ホルスタイン経産牛
(単位：千円)

貿易 ：輸出入ともに前年同期比増加。
　

(R2年1～3月貿易実績・根室税関支署発表・()内前年同期比)

R  2
H31
H30
H29
H28

根室市
数量(t) 金額(百万円)

6,347 2,104
7,393 2,584
6,274 2,463
6,535 2,472
5,841 2,540

17,451 3,735 23,798 ▲13.7%

30,945 +8.5% 11,039 +21.7%

7,906 ▲2.1%

5,839 ▲26.1%
7,904 前年並

8,075 ▲26.9%
28,566 +16.9%
24,466 ▲21.0%

27,564 ▲3.5%20,171 5,320
22,292 5,442
17,910 5,603
25,104 8,499

根室管内３町
数量(t) 金額(百万円)

根室管内合計
数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減

地区別 数量（t） 前年比
全道

根室
釧路

十勝
北網

年度別 数量（t） 前年比
R 1
H30
H29
H28

10月 +3.2% 11月 +2.7% 12月  +3.6%

38,578
37,831
37,656

+2.0%
+0.5%

▲5.7%

74.8

167.9

77.5

166.6

87.8

169.0

72.9

174.4

97.2

196.2

114

188.5

11,514
12,567
11,624

298
332
309

8,493
8,655

▲1.9% ▲18.8%

1,659
2,043

１月 +3.9%

R1年
R2年 2月 +8.0% 3月 +3.6%

【総　額】27億74百万円(+7.5%)･･･外国貿易船の入港隻数134隻(前年同期比+19.6%)
【輸　出】15百万円(+2.6倍)･･･冷凍魚介類　11.7百万円(+96.9%)　輸送用機器 　全減
【輸　入】27億59百万円(+7.2%)･･･生鮮魚介類26億5百万円（+7.9%)、冷凍魚介類　1億50百万円（+1.9%)

・輸出･･･輸送用機器、一般機械は輸出実績ないものの、冷凍魚介類が増加し前年同期比増加。
・輸入･･･生鮮魚介類、冷凍魚介類ともに前年同期比増加。

▲8.4%
+8.1%

▲2.9%

1,352,575

1,321,174
1,319,645

1,318,382

＋2.5%

＋0.2%
▲0.1%

▲0.2%

3,926,182

578,165
1,229,273

819,456

＋2.5%

＋1.5%
＋3.8%

＋3.4%
533,119 ＋1.1%
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・令和1年度根室・釧路管内生乳生産量は1,352千tと前年比2.5%増加。良質
　な粗飼料、クラスター事業による規模拡大に加え、乳牛資源の回復も増産
　に寄与し前年比増加となる。

・地区別では、道東地区の全てで前年比増加、根室管内や十勝地区において
　は増加量が前年比3%台となり、全道の増加にも寄与する。

・生産は堅調な一方で、4月以降については新型コロナウイルス感染症の影
　響から休校等による給食需要の減少や飲食店需要が減少。
　飲用向けを加工向けに振り向ける動きが強まっており、今後の需給動向に
　注視する必要がある。



経済概況
ECONOMIC OVERVIEW

根釧の経済概況（令和元年３月末基準）：釧路地区
■◎釧路港は前年同期比数量大幅増加も、金額は同減少。厚岸港は数量・金額ともに前年実績を下回る。 
　①釧路港総水揚高(各年1～3月、前年比・%)

②釧路港魚種別水揚(H31年1～3月)
魚種 数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減

③厚岸港水揚高(各年1～3月)
数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減

R2 
H31

④厚岸港魚種別水揚(H31年1～3月)
魚種 数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減

製紙：令和1年度生産量は市内2工場で606千tと前年比14.4%減少

観光：令和1年度の観光客入込み総数は1,191千人で前年比▲5.6% 。

貿易：輸出入ともに前年同期比減少。 (R2年1～3月貿易実績・釧路税関支署発表・()内前年同期比)

 R2
H31
H30
H29
H28

全体
数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減

（うち、スケソ）
数量(t) 前年比増減 金額(百万円) 前年比増減 単価(円/kg)

【総　額】206億37百万円(▲9.1%)･･･釧路港外国貿易船入港数隻84隻(前年同期比＋1隻、+1.2%)

・航空(道外) 270千人(前年比▲4.3%)。阿寒湖遊覧船 106千人(同▲4.7%)。
ＭＯＯ 651千人(同▲8.2％)。湿原展望台 88千人(同+8.8%)。丹頂鶴自然公園 73千人(同▲1.7%)。

・1~3月全体の水揚は、数量15,823tで前年同期比
　67.8%増加、金額は10億99百万円で同0.2%減少。
　主力のスケソウは水揚が大幅増加、マダラも
　前年比増加し総体の水揚げ量も増加。金額は
　スケソが前年を上回るものの、マダラや他魚種の金額
　減少に伴い総体の金額も微減。
・魚種別にみると、過去2年間減少傾向にあったスケソは
　数量13.3千tとH 29年の水準まで回復し、大幅増加。
　単価は下落するも数量が上回り金額も同増加。
・マダラは数量2.2千tで前年同期比0.6%の増加。

・釧路市内2工場における第4四半期の生産量は、合計で153千t、前年同期比17.1%減少。用途別でみると、
　新聞用紙は29千tで前年同期比41.3%減少、印刷用紙は12.4千tで同22.7%減少、段ボール原紙は98千t
　で同0.1%増加、産業用紙は国内が3.6千tで同62.1%減少、国外は4.8千tで同13.4%の減少。

・令和1年度の生産量合計では606千t、前年比14.4%減少。
　用途別でみると、新聞用紙は116千tで前年比37.3%減少、印刷用紙は48千tで同27.5%減少、段ボール原紙
　は378千tで同0.2%減少、産業用紙は国内29千tで32.2％減少、国外は17千tで同2.3%増加。
　新聞用紙の生産ライン減少により生産量は減少。段ボール原紙も微減となり総体も前年比減少。

・1～3月全体の水揚は、数量1,193tで前年同期比
　7.5%の減少。金額は520百万円で同3.3%減少。
・魚種別でみると、あさりは数量235tで前年同期比増加、
　金額131百万円で同増加。
・かきは数量162tと前年同期比減少するも、金額148百万円で
　同増加。

【釧路港水揚】 【厚岸港水揚】

【輸　出】  22億73百万円(▲22.9%)･･魚介類、鉄鋼くず、紙類等の減少により前年同期比減少する。

【輸　入】183億63百万円(▲7.1%)･･･飼料、肥料は前年同期比増加するも、とうもろこし、石炭等の減少により総体も減少。
・魚介類　5億46百万円(▲19.1%）
・とうもろこし45億19百万円(▲2.8%)　・飼料39億29百万円(+10.3%)　
・石炭19億82百万円(▲38.9%)　・肥料43億77百万円(+18.4%)

・魚介類4億8百万円(▲17.2%)　・紙類・同製品 8億66百万円(▲14.2%）

+67.8%

▲35.9%
+13.0%

▲14.3%

▲12.7%
15,823

10,800
16,850
14,910

9,429
1,099

1,280
1,830
1,468

1,101
13,308

8,451
13,189
12,538

6,747
695

628
820
810

586
52

74
62
63

87
▲0.2%

▲30.1%
+24.6%

▲20.1%

▲13.9%
+97.2%

▲35.9%
+5.2%

▲14.6%

▲20.2%
+18.6%

▲23.4%
+1.2%

▲17.1%

▲6.7%

+33.0%

▲63.1%
+10.5%

▲3.3%
+2.3%

520
538

1,193
1,289

+29.3%

▲51.4%
▲2.3%

131

6
148

235

5
162

あさり
かき
つぶ

▲7.5%
+19.1%

▲16.7%
▲32.7%

▲56.8%

+97.2%
+0.6%

▲28.7%
▲27.9%

▲49.6%

+18.6%
▲15.4%
▲88.2%

+71.1%
+29.6%
+28.6%

17
46

20

695
314

1
4

10
150

89

13,308
2,213

35
18

ホッケ

カレイ類
赤物

その他

イカ

スケソ
マダラ

需給及び操業環境

令和1年度　主な観光スポットでの観光客入込み動向
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全国・全道の経済概況（令和２年３月末基準）
全国 全道

住
宅
着
工
戸
数

■

公
共
工
事
請
負
高

企
業
倒
産
動
向

観
光
客
入
込
動
向

月別

■

■ ■

■ ■

着工戸数(戸) 前年比

  

着工戸数(戸) 前年比
R1年度4～3月計 883,687 ▲7.3%

内訳 持家 ▲1.5% 貸家 ▲14.2%
給与 ▲23.2% 分譲 ▲2.8%

月別
着工戸数(戸) 前年比

着工戸数(戸) 前年比

内訳 持家 貸家
給与 分譲

月別
工事請負契約額(億円) 前年比

年別
工事請負契約額(億円) 前年比

発注機関別（R1年度4-3月計）
前払保証請負額(百万円) 前年比

国

道
道内市町村

独立行政法人等
地方公社

R1年度4～3月は883千戸で前年比7.3%減少。利用別内訳をみる
と、全ての項目で前年比減少。

R1年度4～3月は32,486戸で前年比9.2%減少。利用別内訳をみる
と、持家、分譲は増加するも貸家、給与は前年比減少。

R1年度は15兆9,670億円で前年比7.7%の増加。工事請負契約額は
月別にみると、R1年度下期は1月を除きすべて前年同期比増加。

R1年度は1兆77億円で前年比 9.6%増加。発注機関別にみると、
国、道内市町村、道では前年実績を上回る。

R1年度4～3月倒産件数は8,480件と前年比増加。負債総額は1兆
2,187億円と同減少。　

R1年度4～3月倒産件数は201件で前年比 5.6%減少。負債額は、
総額328億96百万円と前年比増加。

R1年上期の延宿泊客数は52,039千人で前年同期比 6.4％増加。
R1年国籍別では前年同様、中国が最も多く、次いで台湾、
韓国、香港、アメリカと続く。

R1年度上期の延宿泊客数は3,636千人と前年同期比 4.5％増加。
国籍別に見ると、台湾、中国で4割以上を占めており、次いで
韓国、香港と続く。

R2年　3月
R2年　2月
R2年　1月

R1年　12月
R1年　11月
R1年　10月

R1年度
H30年度
H29年度

70,729 ▲7.6%
▲12.3%
▲10.1%

▲7.9%
▲12.7%

▲7.4%

63,105
60,341
72,174
73,523
77,123

25,082 +8.0%

8,480 ＋5.3% 12,187 ▲21.6%
8,057 ▲2.8% 15,548 ▲40.0%
8,285 ＋1.6% 25,932 +33.2%
8,153 ▲3.0% 19,465 +2.1%
8,408 ▲7.0% 19,063 +1.0%
9,044 ▲10.5% 18,870 ▲31.3%

201 ▲5.6% 32,896
21,690
72,064
33,673
79,053
57,151

+52.2%
213 ▲16.5% ▲70.0%
255 ▲4.9% 2.1倍
268 +5.1% ▲57.4%
255 ▲7.3% +38.3%
275 ▲7.7% ▲89.9%

+13.0%
▲19.4%

+3.0%
+7.2%
+2.1%

11,628
8,738
11,060
10,970
13,347

+7.7%
▲3.2%
▲1.8%

159,670
148,301
153,275

R1年度

H29年度

＋9.6% 

▲1.2% 

1,007,728
前払保証請負額(百万円) 前年比

年度別

H30年度 ▲2.3% 919,642
941,353

+23.0%
+8.4%
+4.9%

324,618
262,275

▲1.7%
+21.7%

67,542
2,506

259,417

2,352 ▲3.7%
+11.4%

▲15.3%
▲6.0%

▲19.1%
▲31.6%

1,739
1,241
2,429 
2,573
2,629

月別推移 (金額単位：百万円)月別推移 (金額単位：億円)

■

R1年度4～3月計 32,486 ▲9.2%
▲20.0%
＋15.7%

＋0.7%
▲20.5%

件数(件) 前年比 負債額 前年比 件数(件) 前年比 前年比負債額

R2年　3月
R2年　2月
R2年　1月
R1年  12月
R1年  11月
R1年  10月

R2年　3月
R2年　2月
R2年　1月

R1年　12月
R1年　11月
R1年　10月

R1年度
H30年度
H29年度
H28年度
H27年度
H26年度

■

R1年度
H30年度
H29年度
H28年度
H27年度
H26年度

○R1年度　上期月別推移 ○R1年（1～12月）国籍別
月 （千人） 前年比 国籍 （千人） シェア

○年別推移（1～12月）

9月 6,920 +1.7%

+5.1%
+9.3%

+10.4%
+13.3%

+6.4%

+18.3%
+14.8%

中国 26,887 30%
14%
10%

7%
4%
3%

24%
100%

2%

7%

12,371
8,950
6,399
6,376
3,380
2,694
2,205

21,445
90,707

台湾
韓国
香港

タイ
アメリカ

オーストラリア

シンガポール

その他
年合計

▲1.7%8,315
9,579
8,549
8,618

52,039

94,275
79,690

10,055

8月
7月
6月
5月
4月

上期計

30年
29年

○R1年上期 国籍別
R1 （千人） 前年比 国籍 （千人） シェア

上期計

30年
29年

中国
846 23%

24%
19%

5%
4%
3%

11%
100%

3%

9%

861
694
317
186
152
100
97

383
3,636

台湾

韓国
香港
タイ

アメリカ
マレーシア

シンガポール

その他
上期合計

+4.5%

+11.5%
+19.2%

3,636

8,443
7,521

28年
27年

+3.1%
+31.1%

6,351
6,163

26年
25年

+27.5%
+51.6%

4,701
3,050

○年度別推移（4～3月）
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経済概況
ECONOMIC OVERVIEW

根釧の経済概況（令和２年３月末基準）
根室 釧路

住
宅
着
工
戸
数

□ 根室市住宅着工戸数 □釧路市住宅着工戸数

公
共
工
事
請
負
高

企
業
倒
産
動
向

観
光
客
入
込
動
向

月別

■ ■

■ ■

■ ■

戸数(戸) 前年比(戸) 前年比

年別・利用別
持家 貸家 給与 分譲 合計 前年比

R1年度 4～3 月
30年度 月4～3
29年度 月4～3

月別
戸数(戸) 前年比(戸) 前年比

年別・利用別
持家 貸家 給与 分譲 合計 前年比

R1年度 月4～3
30年度 月4～3
29年度 月4～3

年別
前払保証請負額(百万円) 前年比

R1年4～9月
30年4～9月
29年4～9月

工事種類別（R1年度4-3月計）
前払保証請負額(百万円) 前年比

一般土木
舗装
建築
電気

管

年度別
前払保証請負額(百万円) 前年比

R1年4～9月
30年4～9月
29年4～9月

工事種類別（R1年度4-3月計）
前払保証請負額(百万円) 前年比

一般土木
舗装
建築
電気

管

年別
【根室管内】 【うち、根室市】

各年度 件数 負債額(百万円) 件数 負債額(百万円)
R1年度

年別
【釧路管内】 【うち、釧路市】

各年度 件数 負債額(百万円) 件数 負債額(百万円)
1
1
5
2
1

8
9

17
13
12

+6.3%
▲39.0%

+9.0%
+37.9%

▲32.4%

+8.7%
+42.5%
+53.5%
+4.6倍

+56.1%

＋15.9% 
＋1.9% ▲24.0% 

21,031
18,144  17,808  

16,575  
1,818
5,407
2,595

999

2
4

11
4
6 

213
166

6,791
590

1,444

115
42

4,239
106
370

35 641 523

12
12
20
21
19

1,524
631

2,010
2,072
4,671

850
562

1,862
956

3,546
1722 4,472 3,549

23,968
1,946

11,769
2,752
1,048

＋6.7% 
＋15.0% ▲10.4% 

36,657  
34,361  29,888  

58
2
5
6
2
4

+1
+2
+5
+4

▲12
+1

+1.8%
全増
全増

3.0倍
▲85.7%
+33.3%

+1
▲16
+23

58
57
73

0
0
0

0
1
2

20
21
11

38
35
60

▲40
▲407
＋287

721
761

1,168

64
43

183

2
14
84

312
349
548

343
355
353

R1年度   4-3月計
R2年
R2年
R2年 1月

12月
11月

2月
3月

R1年
R1年

721
51
37
38
47
90

▲40
+14
+10
▲1

+4
▲37

▲5.3% 
+37.8%
+37.0%
▲2.6%

+9.3%
▲29.1% 

■

H30年度
H29年度
H28年度

H27年度
H26年度

R1年度

H29年度

+23.6%

▲21.7%

29,912
前払保証請負額(百万円) 前年比

年別

H30年度 ▲6.5%24,204
25,879

+4.8%

▲20.2%

46,981
前払保証請負額(百万円) 前年比

年別

+14.1%44,844
39,282

R1年度4～3月は58戸で前年比1戸、1.8%の増加。利用別内訳を
みると、持家が増加するも貸家が同減少。

R1年度4～3月は721戸で前年比40戸、5.3％の減少。利用別内訳
をみると分譲は増加するもその他は減少。

R1年度は299億12百万円で前年比23.6%の増加。工事種類別でみる
と、主要となる一般土木は同増加、建築、舗装等の工事も同増加。

R1年度は469億81百万円で前年比 4.8%の増加。主要工事である
一般土木は同6.3%増加、建築は同9.0%増加。

R1年度4～3月根室管内倒産件数は2件、負債総額2億13百万円と
件数は前年比減少するも金額は増加。うち根室市は件数
1件、負債総額1億15百万円と負債金額は前年を上回る。

R1年度4～3月釧路管内倒産件数は12件と前年並み、負債総額は
15億24百万円と大幅増加。うち釧路市は件数8件、負債総額8億
50百万円と件数は減少するも、負債金額は増加。

R1年度上期の延宿泊客数は、4,659人で前年比同期比19.3%減少。
国籍別にみると、中国が22%と最も多く、次いで香港、台湾と
続く。

R1年度上期の延宿泊客数は、80,490人で前年同期比 2.3%増加。
国籍別にみると、台湾が36%と最も多く、次いで中国、香港と続く。

■

R1年度

H29年度
H30年度

H30年度
H29年度
H28年度

H27年度
H26年度

R1年度

年度別推移年度別推移

中国 1,017 22%
14%
21%

6%
5%
3%

18%
100%

3%

8%

638
978
380
274
238
153
124
857

4,659

台湾

韓国

香港

ロシア
アメリカ

イギリス

オーストラリア

その他
上期合計

609 ▲21.1%

▲16.8%
▲17.0%
▲24.6%
+13.9%

▲19.3%

+5.4%
+12.3%

▲26.5%940
1,240
939
636

4,659

11,290
10,713

295

中国
29,137 36%

19%
10%

7%
3%
3%

14%
100%

1%

7%

15,464
8,264
5,503
5,522
2,360
2,304
1,128

11,258
80,940

台湾

韓国

香港

タイ
アメリカ
マレーシア

シンガポール

その他
上期合計

11,283 +13.6%

▲7.0%
+10.1%
+1.0%

+10.5%
+2.3%

+2.1%
+18.7%

▲1.4%15,236
17,466
14,010
17,252

80,940

187,399
183,596

5,693

○R1年度　上期月別推移 ○R1年度上期 国籍別
月 （人） 前年比 国籍 （人） シェア

○年別推移（4～3月）

9月
8月
7月
6月
5月
4月

上期計

30年
29年

○R1年度　上期月別推移 ○R1年度上期 国籍別
月 （人） 前年比 国籍 （人） シェア

○年別推移（4～3月）

9月
8月
7月
6月
5月
4月

上期計

30年
29年

R1年度   4-3月計
R2年
R2年
R2年 1月

12月
11月

2月
3月

R1年
R1年
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